
佐野短期大学シラバス2016

単位数 履修上の制限

2単位 選択 なし

研究室の場所 電話番号・メールアドレス

講義棟１F 授業中に指示します

Course　Name

学習の成果（学習成果）

授業のスケジュールと内容

なし

物理学は工学の基礎のひとつである。本講座では、物理学の基礎の中で、力学を中心に学ぶ。

板書を中心とした講義形式である。

氏名

授業の目標

授業の概要

小林大輔

第2回目  直線運動(1)　速度・加速度

第3回目  直線運動(2)　重力加速度・力学的エネルギー保存則

微分・積分やベクトルを用いて現象を解析できるようにする。

授業の方法

授業の目標が達成すると、力学の基礎的な演習問題が解くことができる。

物理学I

Physics Ⅰ
1年 後期

同時に履修しておくことが望まれる科目

当該科目の理解を促すために受講しておくことが望まれる科目

授業の形態

演習

なし

第1回目  ガイダンス

第6回目  運動の法則(3)　重力・放物運動

第4回目  運動の法則(1)　慣性の法則・運動の法則・作用反作用の法則

第5回目  運動の法則(2)　ベクトルの計算・力のつりあい・合成・分解

曜日・時限

別途、時間割参照

オフィスアワー

火曜～金曜
（授業、会議時間以外）

（　　　　　　　）

授業の性格

担当者に関する情報

科目名
開講年次 開講学期



割合

100%

履修上の留意点・ルール

レポート

調査報告書

小テスト
進捗状況に応じて小テストを3回実施する。配点は小テスト１：20％、小テスト２：
20％、小テスト3：60％とする。

成績評価の方法と基準

試験

第7回目  周期運動(1)　円運動

評価の領域 評価の基準

第11回目  力と運動(2)　運動量・力積・運動量保存則

第12回目  剛体の運動(1)　剛体の回転運動・モーメント

第13回目  剛体の運動(2)　剛体の平面運動・重心

第14回目  無重力状態と惑星の運動　万有引力・ケプラーの法則

第15回目  エネルギー

第10回目  力と運動(1)　摩擦力・抗力・仕事

第8回目  周期運動(2)　円運動・バネ・単振動

第9回目  周期運動(3)　単振り子・減衰振動・強制振動

授業参加態度

予習復習が必須である。わからない部分は必ず質問すること。

発表内容（態度含む）

その他

原康夫  『基礎からの物理学』  学術図書出版社

教科書と参考図書


